
              

 
１、2008 年度 日本サーバス近畿支部秋季例会報告 

サーバス近畿支部長  

日時： ９月７日 正午 

場所： 近鉄奈良駅近く 春日ホテル 

参加者：  本部役員５名 近畿支部役員３名及び家族１名 会員 京都１名 

     大阪１名 滋賀２名 奈良１名 計１５名   

夏の終わりを告げるような蒸し暑い日中ながら、朝夕は涼しさをことさら感じるこの

頃に奈良をもう一度見てみたい、また、トラベラーとの話にも相槌が打てるようにとこ

の企画をいたしました。 久しぶりの奈良は我々の期待に応えてくれました。落ち着い

た、そして奈良町ののんびりした処はまたふらりと訪れてみたいと感じさせるものでし

た。それに、奈良町の酒倉で試飲した日本酒はおいしい味でした。  

例会は、春日ホテルのお昼の和食を前にＤさんの乾杯で始まり、しばらくしてサーバ

ス旅行をなさったＭさん、Ｔさん、Ｋさんのプロジェクターでの報告があり、我々を１

時間くらい外国へ連れて行ってくださった素敵な画面とお話でした。 

 

 

２、トラベラー報告 

                                  Y.M（大阪） 

私は平成 20 年 6 月 11 日から 7 月 10 日までフランスを旅行してきました。 

サーバスの会員の方に家族の一員として迎えていただき本当に楽しい旅行をすること

が出来ました。心から感謝しています。 

フランスの 6 月は雤が尐なく旅行するのにぴったりですが、本年の 6 月はとても暑い



ように感じられました。ガイドブックにはパリの 6 月平均最高気温は 22 度と書いてあ

ったのですが私が居たときは 31.5 度の日がありました。日没がとても遅いのには驚き

ました。緯度からいえば北海道の稚内よりも北ですが夜 10 時ごろから薄暗くなるとは

思いましませんでした。日本に居る時は 6 時ごろに夕食をとることが多かったですがフ

ランスでは平均 8 時から夕食を始めて終わるのは１０時ごろです。パーティに呼ばれた

ときなど夜中の 12 時まで食事を楽しみます。 

フランスといえばやはり美味しい料理とワインとチーズと言えるでしょう。 

フオァグラやエスカルゴを毎日食べているわけではありませんが今まで日本で食べ

たことのない地方独特の料理、手作りのヨーグルト、自家製のワインなど本当に楽しむ

ことができました。今回の旅行ではアルフレッド・シスレーの「ポール・マルリーの洪

水」という絵をオルセー美術館で見ることができました。心から感銘を受けました。実

際描かれた場所「ポール・マルリー」という町を見たいと思いフランスを離れる前日に

行く計画を立てていたのですが風邪を引いてしまい断念しました。次回フランスに行く

時の楽しみに置いておきたいと思います。 

パリから北西へ電車で１時間ほど行ったところにゴッホが晩年暮らしたオーベー

ル・シュル・オワーズという町へ行ってきました。ゴッホが 3７歳のとき２ケ月間住ん

でいた町です。この間に「オーベールの教会」など７０点の作品を残しています。ゴッ

ホの家（ラヴー亭）はゴッホが下宿していた家で今も公開されています。ゴッホの生涯

と作品を辿るビデオが上映されています。 

パリから東へ９０キロ行ったところにプロヴァンと町があります。毎年 6 月にプロヴ

ァンの祭り（中世祭）があります。２０００人以上の住民が中世の人々に扮して町を闊

歩します。大道芸人、騎士、貴婦人、商人などの服装は回りの建物とマッチして中世の

時代をそのまま再現したようで圧巻でした。中世の服装で行けば入場料は無料です。日

本人でサムライの服装で来ていた人がいました。 

パリから南東へ１８０キロほど行ったところにヴェズレーという町があり行ってき



ました。ここは昔、スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラに通じる巡礼の道の

基点のひとつとなった町です。今も宿場町として中世の雰囲気を伝えています。ロマ

ン・ロランが晩年過ごした家もあります。小高い丘の頂上にサント・マドレーヌバジリ

カ聖堂があります。細い道を登っていくと両脇には画廊、カフェー、みやげ物店、ワイ

ンカーブ、ホテルなどありとても目を楽しませてくれます。 

会員の別荘がシャモニーにありそこを訪問してきました。ヨーロッパ大陸の最高峰、

モンブランの麓にあり、洗練された避暑地です。パリのマンションに住居を構えておら

れますが、御主人は 1 年の内１１ケ月はこの別荘にいるとのことでした。夕日に赤く染

まったモンブランを眺めながらベランダで食事をするのは最高です。翌日、モンブラン

を間近に眺められるエギュ・デ・ミディ（３８４２m）へロープウェイに乗って行って

きました。時速４０キロの速さで一挙に登りますので酸素の薄いのがはっきりとわかり

ます。モンブランがすぐそこに迫っていて手が届きそうです。あまりにも酸素が薄いの

で中間点のプラン・ド･レギュ（２３１７m）まで下りてきて、ゆっくりと展望を楽しみ

ました。 

ドイツ国境に近いコルマールに行ってきました。ほとんど戦災にあっていない古い町

並みは魅力的です。木骨造りの建物や小ベニスと言われるところはとても魅力的でした。

まるでおとぎの国に来たみたいです。ウンターリンデン美術館に行ってイーゼンハイム

祭壇画を見てきましたがとても印象に残りました。 

パリから東北に１４０km ほど行ったところにランスという町があります。藤田嗣治

がマム社の資金援助を受けて建設された礼拝堂があります。藤田画伯独自のフレスコ画

が見られとても満足することができました。それぞれの壁画に藤田画伯の顔や奥さんの

顔が小さく描かれてありとても興味深かったです。 

今回の旅行でサーバスの会員から本当に親切にしていただき楽しい旅行をすること

が出来ました。もし、私がサーバスと出会えていなければこんなに素晴らしい思い出は

作ることが出来なかったでしょう。この思い出を大切にして今後も活動を続けていきた



いと考えています。 

 

 

 

                   

       

       

 

 



       

 

        

       



  

       

        

 

３、極東アジア会議について  

  9 月の 27 日、28 日香港のビユウホテル、広州の大学において大会が開かれた。日

本からは 8 名、韓国は 6 名、台湾１名、広州と香港は地元の会員と役員が参加して楽

しい手つくりの会が開かれた。会議中、香港の会員は我々海外からの出席者に気を使

い、走り廻っていた。予算との関係からか尐しでも内容のあるものと思ってくれたの

だろう。韓国と香港は我々全員にお土産と本などを用意して、自国の案内も忘れてい

なかった。会議自体は、各国の国内報告が主な内容であった。しかし、大変面白い所、



有名な所へ案内してもらい中国の現状、香港と中国との関係などがつぶさに見られた、

また、香港も日本に近いという思いを持った興味深い会議であった。 

 

極東アジア会議の報告                 S.T （滋賀） 

はじめに 

私は、日本サーバスに入会して、早や３０年余りになります。その間、海外のトラベラ

ーの受入れは、連絡があれば、ほとんど受入れてきました。ところが、会議に出席した

のは、残念ながら４回だけです。１回目は、８年前の国内会議が滋賀の時、２～４回目

は今年になってからです（5/24 大阪、9/7 奈良、9/23 京都）。 

しかし、その４回共、私の勉強不足が原因と思いますが、どうも理解できないことが多

い。 

それを解消したいため、一流の考え方の空気に触れたくて本会議に出席させて頂くこと

にしました。以下に、私なりに気付いたこと、考察などをありのまま記述させて頂きま

す。 

１、 香港 

１－１ 会議で感じたこと 

① 会議内容および会場設営は想定したとおりであり、各国代表より活動内容の報

告が主であった。 

② 韓国の会員さんは、自分の意見をはっきりと主張されていたように思います。

特に、休憩時間中に私の席の後方で意見の言いあいがありました。しかし、双

方、納得すればニコニコ顔。見習う点があるように感じました。 

③ 出席者のほとんどが、原稿も見ないで流暢な英語を話されてました。 

幸いにして録音しておきましたので、今後の勉強材料にさせて頂きます。 

④ 日本の会員数は、約 300 人、韓国は約 600 人。              

会員数を増やすのは、その気にさえなれば困難なことではないという気がしま



す。 例えば、日本サーバスの全ての会員が真剣に責任を持って一人が１年間

に一人ずつ勧誘できたとすれば、２年後の台湾会議には、約 900 人になります。 

しかし、世界で一番は、現在、イタリーで約 1800 人。これに追いつくのも決し

て不可能なことではないと思われます。 

１－２ 宿泊したシテイービユウホテル近辺の街の状況 

① 夕方 18：30～24：00 は、自動車通行禁止になり夜店でにぎわい歩行者天国とな

る。 

② 公園では、早朝から大勢の人が集まり体操されている。上半身裸の人も時々いる。

気温 32 ℃、湿度 80％と蒸暑いためだろう。これも香港の文化？。 

③ 建物を修理されているのを見てびっくり。日本であれば鉄パイプを使用し足場板

を固定されるが、鉄パイプの替わりに竹を使用されていた。  

④ 庶民的な３階建てのお店を見学してびっくり。 

一階は、野菜、果物売り場、二階は海の幸とお肉屋さん、そして三階は大衆食堂。 

びっくりしたのは、お肉屋さん、大きなまな板（約１m×２ｍ）の上に、大きな

お肉を置いて、大きな包丁で、大きな音をたててたたき切っておられた。そして、

60ｃｍ位の超特大のロブスターもゴロゴロ置かれてあり、あまりにもスケールが

大きいのにびっくり。 

⑤ 香港はサイクリング禁止。 

ホテルが同室であったＡさんと「空気入れ」をさがしに街を散策した。何とか入

手でき、日本より持参されたサイクリング自転車に空気を入れた。しかし、香港

では、サイクリング禁止となっており、途中からその自転車を押してホテルに帰

ってこられ本当に残念な思いをされました。しかし、香港のルールなので仕方あ

りません。 

１－３ １００万ドルの夜景                 

① 急勾配を登る登山列車(２両編成)で山頂まで行って楽しむことができました。 



この登山列車は、１２０年間無事故。右側の座席から見た１００万ドルの夜景

は表現できないほどすばらしかった。約１００ｍの高層ビルが一杯、この香港

は地震がないから幸せ。世界中から観光客が集まってくるのも当たり前。 

１－４ 香港大学見学     

① かなり急な昇り坂があり、更に階段を上り、見晴らしの良い環境のところに位

置する。 

② 香港大学の学生が、天安門事件で６４人死亡の記念塔あり。   

  １－５ 高級店ショッピング（ハーバーシテイー）  

① 近畿支部長の教え子、ＨさんにＨ＆Ｍを案内して頂き沢山のお土産を購入でき

ました。日本では、今年９月１３日、東京、銀座に初上陸したスウェーデンの

衣料専門店、一等地１号店の法則、売上１兆 4500 億円、銀座の街には入店の

順番を待つ人々の大行列ができている(１日約 8000 人)、その魅力は、安さと

他社にはない北欧ならではのデザイン力。１１月に原宿、来年秋に渋谷に出店

予定。 

１－６ ホテル以外での食事 

① 広州へ出かける直前、香港での朝食は、ＶＩＰ並のもてなしで、更に最高にお

いしかった。  

9/28 は休日なのに本レストランは朝早くから満席。 これも香港の文化？。 

２、 広州 

２－１ 中山大学（Zhongshan  University）見学                 

① 中国で有名な４大学のうちの１つ。キャンパスは広く芝生がきれいで悠々とし

ていた。しかし、トイレが尐なかった。 

② 昼食をいただきながら有意義な話ができたことに感謝しております。 

特に中国の会長、Dr. Prof. Changxian YI さんの気配りには心をうたれた。 

それは、私の隣の席に日本語の勉強をしている学生を２人つけてくれたこと。 



別れる時、その学生２人と諏訪近畿支部長および鈴鹿で記念撮影。   

２－２   陳氏書院見学 

① 広東民間工芸博物館。広東を主とする全国各地の歴代の民間工芸品を収

蔵および研究、そして展覧している芸術博物館。 特に、彫刻、ガラス工芸等み

ごとなものばかり。 

２－３ リバーサイトシーイング 

① 船で夕食をいただきながら往復約２時間楽しませていただいた。 まる

で映画を見ているかのようなすばらしいネオンが点灯、点滅していた。 

しかし、余りの立派さの反面、その消費電力エネルギーが気になった。 

２－４ 招待所（宿泊所） 

① Jinan University の宿泊施設でお世話になった。「招待所 HOTEL」と書

かれたネオンがあり、そして立派なお庭、池がありました。 

２－５広州駅 

① 中国の地方より広州駅までやって来られて大変お疲れなのか、駅構内で

手荷物、バッグ等を床に置き、座り込んだり、寝てしまっている人を多く見かけ

た。 

３、 考察 

会員のメンバー数の増減から推察すると、日本サーバスは、急ブレーキかかってし

まっている。私見として生意気に言わせていただけるなら、大なぎなたを振って大

改革をしない限り、日本サーバスは右肩下がりになり、確実に消滅するような気が

します。 

走り続けていると先が見えなくなってしまうこともあります。一旦立ち止まって足

元を固めるということも必要です。今は、その絶好の時期だとも言えると思います。 

本会議において世界各国のサーバスメンバー数も学ぶことができました。 

それに比し、日本はさびしい状況ですが、これを乗り越える力がつけば本物です。 



私は、今までなまけてまして責任も感じています。これからは、皆様方とともに戦

力になるように熱意をもって２年後の台湾会議には活発な良い話ができるように

積極的に取り組んでいきたいと考えております。 ありがとうございました。 

 

                

  

 

４，サーバス受入れ報告           ホストＹ．Ｓ（滋賀）  報告 Ａ．

Ｗ（滋賀） 

 

Thomas & Judith  Larcher, Daria(11) f. Flurin(9)m. Linus(6)m. Switzerland  

2008 年 7 月 24 日 ～ 31 日 

 

この夫妻は 13 年前、阪神淡路大震災の直後、私がホスト。 

ユニークな人物の多いサーバスの中でもとりわけ心に残る若夫婦だった。ラジオ番組で

サーバスの話をした折にもこの夫妻を紹介。当時の会報にも報告した記憶がある。 

 さて、その数年後、私の友人、S 夫妻がスイスへ旅に出るという。折角だから 

私の小さなプレゼントを届ける名目で Larcher 夫妻を訪ねることを提案、Larcher 夫妻

は大歓迎の返事。S 夫妻が訪問し、勧められて 2 泊。すっかり親しくなる。その時の赤

ちゃんが長女 Daria ちゃん。 

S 夫妻はその後サーバスに入会。Larcher 家族とずっと文通。やがて Thomas がビジ

ネスで来日、最初は東京で会えず、電話とお土産が届く。律儀な人だ。2 回目のビジネ

ス来日では大阪にも寄り、大津へ来てくれた。彼は真面目な顔で言った。「もしサーバ

ス体験がなく、今回が初めての来日だったら、僕は日本人を嫌いになったかもしれない。

サーバスで日本人と会っていて良かった」ビジネス上厳しいことがあったようだ。8 年

前のことだった。 その後、夫妻は二人の息子たちに恵まれている。  

昨年の暮れ、家族を紹介する DVD とともに夏休みには家族 5 人で日本へ行くと知ら



せてきた。S 夫妻は 8 日間のホストを申し出た。私は母の法事の時期と重なり、デイホ

ストと運転を尐し手伝うのみ。 

７月 24 日石山駅へ S さんと 2 台の車で出迎える。若妻だった Judith はたくましい

母に。初対面の子供たちは活き活きとした表情で、すでに１ヶ月にわたる中国の長旅の

あとだが、疲れの色が見えない。驚いたのは荷物の尐なさ、大きさこそ違え、一人一つ

のリュックサックのみ。旅の達人の両親に子供たちはまず旅の荷物から学んだに違いな

い。 

S さん宅へ送る。S さんは空き家だった隣家を購入、これがサーバス用として大活躍。

家の中を説明。冷蔵庫には既に必需品がしっかり整えられていた。長期滞在用のリゾー

トハウスそのもの。印象深いことの一つ、玄関にトールペインティングで家族全員の名

前を書いた美しい表札が架かっていたのだ。それは帰国時に何よりのお土産となる。 

翌日のデイホストである私は案内先の候補を２つ説明。両親は子供たちに丁寧に通訳

して、それぞれの意見を求める。結論は明日に。２階に Larcher 宛の小包み郵便。読書

好きのダリアが本を郵便で S さん宛に送っていたのだ。読書に飢えていた彼女は満面の

笑み、早速ほどいて読み始める。 

翌朝、琵琶湖畔の蓮の自然大群落が見頃、そこに建つ琵琶湖博物館へと意見が一致。

子供たちは水遊びも希望。そこで瀬田川をくだり、佐久奈度神社へ。瀬田川は鹿跳び橋

までの急流から大きく蛇行して川幅もひろく、流れも緩やかになる。釣り人の先客があ

る。水着になって跳び出す三人。あたりの材料を集めてダムを築く子、ひたすら生き物

を探す子、貝殻を集める子。あっという間に１時間。車へ戻る途中、足元に弱った大き

なトンボを見つける。三人が草の葉を使って車に轢かれないところへ移す。なかなかう

まくゆかず、かなり時間がかかる。しかし両親はじっと子供たちを見守り、辛抱強く待

つ。何気ない旅先の一コマだが、生き物の命を大切に思う子供たちの心に触れた。よう

やく安全な場所に置かれたトンボと 6 歳の Linus の目が同じ高さ。彼はややおどけてト

ンボの顔に大接近。 



 琵琶湖博物館では最初の部屋で子供たちが動かない。展示室はたくさんある。職員が

心配して「どうぞまだたくさん見るところがあります」と何度か促される。私も両親に

それを伝えるが全く構わない。子供たちが関心を示してそこにいることを大切にしてい

る。説明は日本語のみ。親は時々の質問に答える。感心して見守る私自身、痺れが切れ

始めた。 

 そこへ館内放送、サメに餌を与える予告だ。しめたとばかりに私はそれを伝える。子

供たちは不承不承第 1 室を出る。職員に誘導されて逆コースでサメの水槽へ。餌が与え

られると殆どの人は水槽を離れたが、Larcher 一家はそこに座り込んでじっと観察を続

ける。 

 実に根気が良い。再び職員にまだ見ていないところへ と促される。しかし彼らは相

変わらず、じっとサメに注目。閉館までの 3 時間を第１室と最後の淡水水族館の一部だ

けを見た。これには大いに考えさせられた。子供たちはそれぞれに黙って心の赴くまま

にじっくりと観る。親はそれを見守る。それに対してこちらでは一定の時間内に展示さ

れたものをなるべくたくさん観るように仕向けられ、大多数がそれに疑念も抱かず流れ

に乗る。展示を企画する側も見る者を退屈させない工夫をする。そこに気づかないうち

に受動的観察、あるいは「見物」に成り下がっているのではないか。彼らは日本語を読

めず、ただそこに置かれたものに三人三様、ひたすら対峙しているのだ。主体的、積極

的なのだ。 

待ちながら私は 13 年前の会話を思い出した。私の質問、「『象と盲人たち』の寓話

は視力障害の人への侮辱だと思うか」「否」。 帰国後の礼状に「私たちは象のもっとた

くさんの部分に触れたい」とあった。今回も二ヵ月の大旅行を中国と日本に限り、表面

だけでなくじっくりと観ることの実践。退屈を知らぬ子供たち。帰宅するとすぐ読書す

る子、今日見てきたものを絵に描く子、なにやら工作を始める子。そして食事を大切な

仕事のように実にしっかり摂る。これが原動力なのだ。それにしても子供たちのタフさ

に驚き、Larcher 夫妻にそれを話題にすると、子供たちは好奇心が旺盛で、親が驚く程



だという。また S さんの周囲の環境はスイスに似ていて違和感がない。その上、１３年

まえに知り合ったスイス人の琵琶奏者ギニエールさんが大津在住、そこで子供たちは思

いっきり母国語の会話ができたのは幸いだったという。ギニエールさんから唐崎神社の

祭礼を紹介されて深夜に帰宅したことがあった。大津市民である私たちはその祭を知ら

ない。祭礼の様子をスイス人から詳しく教わった。来年はぜひその祭へ行こうと今から

予定している。 

S さんは５台の自転車を準備、青々とした田圃のあぜ道をサイクリングに興じる子

供たちの歓声が家まで聞こえたと話してくれた。 

  8 日間の全ては書きつくせないので、残念ながら途中割愛して一気に最後の晩に移

ろう。 

夫妻が S 夫妻と W 夫妻を夕食に招待するという。大阪で文楽を観て夕方帰宅してから

の料理、テーブル２つにどっさり。さらに驚いたのは部屋に飾るランタン（スイス国旗

のデザインの紙張り提灯）スイスの形のキャンドル、爪楊枝についたたくさんの国旗、

あの一人一つのリュックはまるで魔法のかばんそのもの。自分たちの必需品だけでも相

当な量、それに私たちへの心配りの行き届いたお土産の数々、その上これらのパーティ

用品まで。その一つ一つを吟味する時から彼らの旅は始まっていたのだろう。 

翌朝早く S 宅へ。前夜 Flurin が別れを惜しんで泣いたという。英語を学び始めた

彼は８日間、S 氏とゆっくり、じっくり会話を楽しんできたのだ。 

いよいよ石山駅へ。私の車には女性ばかり。Judith は涙を流した。彼女は主婦と

して S夫妻の 8 日間にわたる心のこもったホストぶりに言葉にならない感謝の情を表現

しようが無かったに違いない。S 夫人が「お掃除はもうそれで充分・・」と何度も私に

通訳を請うたが、Judith は聞かなかった。誠意をこめて掃除することよりほかないと

いうように。 

 感動の 8 日間の一端である。                

  

 



       

 

 

５、年末総会のご案内 

日時： 12 月 13 日（土）午後５時半 

場所： 梅田大阪、ＪＲ弥栄会館 （去年と同じ所です） 

費用： 約￥4,500 

アトラクション：皆さんご存知のカントリーシンガーの稲葉和裕さんの歌で楽しい一時

を過ごしたいと思います。 

出席申し込み締め切り日：平成 20 年 12 月 3 日 支部長まで 

お願い：① 今年度の会費納入が未だの方は早急にお願いいたします。  

郵便振込先：00990－6－33645（手数料―￥100）         

加入者名：日本サーバス近畿支部 

② ＬＯＩでサーバス旅行をされた方はレポートをお願いいたします。  

     ③ お気づきの良い点、問題点、質問等を 11 月末日までに支部長までお知ら

せください。皆様のご協力で、尐しでも楽しく意味のあるグループとして

発展を目指したいと思います。 

 


